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「
若
松
幼
稚
園
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

福
岡
○
一

若
松
幼
稚
園
碑

―

黒
山
敏
行

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
一
六
・
大
正
五

北
九
州
市
若
松
区
浜
町

若
松
コ
ス
モ
ス
保
育
所

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
明
治
二
十
九
年
に
、
福
岡
県
下
で
初
め
て
開
園
し
た
若
松
幼
稚
園
に
つ
い
て
、
そ
の
創
立

二
十
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
大
正
五
年
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
文
は
、
幼
稚
園
設

立
の
経
緯
と
、
そ
の
後
の
運
営
継
続
の
た
め
の
人
々
の
努
力
の
さ
ま
が
、
重
厚
な
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
一
年
に
、
若
松
市
立
保
育
園
（
現
北
九
州
市
立
若
松
コ
ス
モ
ス
保
育
所
）
が
稲
荷
町
に
作
ら
れ
る

と
、
若
松
幼
稚
園
は
そ
こ
に
収
容
さ
れ
、
石
碑
も
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。
移
設
の
際
、
最
下
段
が
台
座

に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

＊
正
面

◎
題
額
（
篆
書
体
）

若松幼稚園碑
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◎
碑
記

諺
曰
幼
兒
之
習
性
及
百
歳
蓋
幼
時
所
感
染
惡
習
至
老
年
猶
不
變
之
謂
也
古
賢
孟
母
三
遷
之
教
可
鑑
計
矣
抑
若

松
為
地
徃
昔
海
濱
一
小
漁
村
維
新
後
商
工
業
勃
興
當
筑
豊
石
炭
集
散
之
要
衝
也
戸
口
日
增
月
加
遂
致
今
日
之

殷
賑
然
而
伴
市
街
繁
榮
有
幼
兒
易
感
染
惡
風
之
弊
識
者
夙
所
憂
慮
也
於
是
當
時
學
務
委
員
森
滋
和
田
喜
三
郎

髙
等
小
學
校
長
大
西
武
尋
常
小
學
校
長
木
村
民
槌
諸
氏
講
幼
兒
保
育
之
道
苦
心
焦
慮
假
設
幼
兒
保
育
所
聘
柳

川
松
子
女
史
爲
保
姆
爾
來
一
張
一
弛
拮
据
經
營
遂
致
今
日
之
盛
者
實
諸
氏
之
賜
也
今
記
其
略
曰
明
治
籾
九
年

十
一
月
借
安
川
敬
一
郎
氏
所
有
地
開
豌
氏
特
捐
其
料
卅
二
年
得
官
許
稱
私
立
若
松
幼
稚
豌
山
本
喜
七
郎
大
庭

次
郎
一
両
氏
新
加
計
而
大
庭
氏
為
設
立
者
總
代
柳
川
女
史
為
保
姆
粕
豌
長
女
史
温
厚
篤
實
學
德
共
高
幼
兒
敬

慕
恰
如
慈
母
其
後
豌
地
及
為
若
松
市
所
有
安
川
氏
寄
金
二
千
絣
於
市
令
以
無
徴
料
初
本
豌
乏
財
源
專
以
寄
金

及
保
育
料
充
其
費
以
是
屡
遭
遇
維
持
之
困
難
柳
川
氏
不
受
俸
一
年
有
半
和
田
氏
遂
投
數
百
金
救
之
僅
得
継
續

其
後
若
松
區
補
助
年
金
百
絣
至
卅
九
年
若
松
町
代
給
之
漸
次
增
為
三
百
絣
創
立
以
來
籾
有
年
其
閒
柳
川
女
史

大
庭
氏
相
繼
逝
世
悼
惜
何
堪
今
也
木
村
民
槌
氏
為
豌
長
眞
鍋
道
彦
氏
爲
設
立
者
總
代
宮
崎
岬
氏
入
爲
理
事
各

奮
勵
豌
務
謀
事
業
改
善
將
來
之
發
展
可
期
也
茲
當
二
十
周
年
卒
業
生
及
有
志
者
各
寄
資
建
碑
欲
以
傳
諸
氏
之
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功
勞
于
無
窮
徴
余
文
銘
曰

保
姆
善
導

有
慈
母
情

群
兒
嬉
戲

能
遂
其
生

嗚
呼
誰
賜

聖
代
文
明

大
正
五
年
十
一
月

蘆
江
處
士

黒
山
敏
行
撰

＊
異
体
字
等

○
計

焉
。

○
徃

往
。

○
髙

高
。

○
籾

廿
。

○
豌

園
。

○
粕

兼
。

○
絣

圓
。

＊
剥
落
、
及
び
埋
没
に
よ
り
判
読
不
可
。
写
本
よ
り
補
足
。

＊
背
面

「
設
立
者

和
田
喜
三
郎
」
等
五
名

「
理
事

宮
崎
岬
」

「
幼
稚
園
元
職
員

保
姆
兼
園
長

柳
川
満
つ
」
等
八
名

「
現
職
員

園
長

木
村
民
槌
」
等
六
名

「
発
起
人

伊
藤
と
よ
乃
」
等
十
七
名
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■
訳
注

◎
題
額

若
松
幼
稚
園
碑

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

諺
曰
、
幼
兒
之
習
性
及
百
歳
。

蓋
幼
時
所
感
染
惡
習
、
至
老
年
猶
不
變
之
謂
也
。

古
賢
孟
母
三
遷
之
教
、
可
鑑
焉
矣
。

抑
若
松
爲
地
、
往
昔
海
濱
一
小
漁
村
。

維
新
後
、
商
工
業
勃
興
、
當
筑
豊
石
炭
集
散
之
要
衝
也
、
戸
口
日
增
月
加
、
遂
致
今
日
之
殷
賑
。

然
而
伴
市
街
繁
榮
、
有
幼
兒
易
感
染
惡
風
之
弊
。
識
者
夙
所
憂
慮
也
。

於
是
當
時
學
務
委
員
森
滋
、
和
田
喜
三
郎
、
高
等
小
學
校
長
大
西
武
、
尋
常
小
學
校
長
木
村
民
槌
諸
氏
、

講
幼
兒
保
育
之
道
。

苦
心
焦
慮
、
假
設
幼
兒
保
育
所
。

聘
柳
川
松
子
女
史
爲
保
姆
。

爾
來
、
一
張
一
弛
、
拮
据
經
營
、
遂
致
今
日
之
盛
者
、
實
諸
氏
之
賜
也
。

今
記
其
略
曰
、

明
治
廿
九
年
十
一
月
、
借
安
川
敬
一
郎
氏
所
有
地
、
開
園
。

氏
特
捐
其
料
。

三
十
二
年
、
得
官
許
、
稱
私
立
若
松
幼
稚
園
。

山
本
喜
七
郎
、
大
庭
次
郎
一
兩
氏
、
新
加
焉
。

而
大
庭
氏
爲
設
立
者
總
代
、
柳
川
女
史
爲
保
姆
兼
園
長
。

女
史
、
温
厚
篤
實
、
學
德
共
高
、
幼
兒
敬
慕
、
恰
如
慈
母
。

其
後
園
地
及
爲
若
松
市
所
有
。

安
川
氏
寄
金
二
千
圓
於
市
、
令
以
無
徴
料
。

初
本
園
乏
財
源
、
專
以
寄
金
及
保
育
料
、
充
其
費
。

以
是
、
屢
遭
遇
維
持
之
困
難
。

柳
川
氏
不
受
俸
一
年
有
半
。

和
田
氏
遂
投
數
百
金
、
救
之
、
僅
得
繼
續
。

其
後
若
松
區
、
補
助
年
金
百
圓
。

至
三
十
九
年
、
若
松
町
代
給
之
、
漸
次
增
爲
三
百
圓
。

創
立
以
來
、
廿
有
年
。

其
閒
柳
川
女
史
、
大
庭
氏
相
繼
逝
世
。
悼
惜
何
堪
。

今
也
、
木
村
民
槌
氏
爲
園
長
、
眞
鍋
道
彦
氏
爲
設
立
者
總
代
、
宮
崎
岬
氏
入
爲
理
事
。

各
奮
勵
園
務
、
謀
事
業
改
善
。

將
來
之
發
展
、
可
期
也
。

茲
當
二
十
周
年
、
卒
業
生
及
有
志
者
、
各
寄
資
建
碑
、
欲
以
傳
諸
氏
之
功
勞
于
無
窮
。

徴
余
文
。

銘
曰
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保
姆
善
導
、
有
慈
母
情
。

群
兒
嬉
戲
、
能
遂
其
生
。

嗚
呼
誰
賜
、
聖
代
文
明
。

大
正
五
年
十
一
月

蘆
江
處
士

黒
山
敏
行
撰

●
訓
訳

諺
に
曰
く
、
幼
兒
の
習
性
は
百
歳
に
及
ぶ
、
と
。

蓋
し
幼
時
に
感
染
す
る
所
の
惡
習
は
、
老
年
に
至
り
て
も
猶
ほ
變
ら
ざ
る
の
謂
な
り
。

い
ひ

古
賢
の
孟
母
三
遷
の
教
へ
、
鑑
み
る
べ
し
。

抑
々
若
松
の
地
た
る
、
往
昔
は
海
濱
の
一
小
漁
村
な
る
の
み
。

そ
も
そ
も

維
新
の
後
、
商
工
業
勃
興
し
、
筑
豊
石
炭
集
散
の
要
衝
に
當
る
や
、
戸
口
日
に
增
し
月
に
加
へ
、
遂
に

今
日
の
殷
賑
を
致
せ
り
。

然
り
し
て
市
街
の
繁
榮
に
伴
ひ
、
幼
兒
の
惡
風
に
感
染
し
易
き
の
弊
有
り
。
識
者
の
夙
に
憂
慮
す
る
所

つ
と

な
り
。

是
に
お
い
て
、
當
時
の
學
務
委
員
森
滋
、
和
田
喜
三
郎
、
高
等
小
學
校
長
大
西
武
、
尋
常
小
學
校
長
木

こ
こ村

民
槌
諸
氏
、
幼
兒
保
育
の
道
を
講
ず
。

苦
心
焦
慮
し
、
幼
兒
保
育
所
を
假
設
す
。

柳
川
松
子
女
史
を
聘
し
て
保
姆
と
な
す
。

め

爾
來
、
一
張
一
弛
、
拮
据
經
營
し
、
遂
に
今
日
の
盛
を
致
す
は
、
實
に
諸
氏
の

賜

な
り
。

き
つ
き
よ

た
ま
も
の

今
、
其
の
略
を
記
し
て
曰
く
、

明
治
二
十
九
年
十
一
月
、
安
川
敬
一
郎
氏
の
有
す
る
所
の
地
を
借
り
て
、
園
を
開
く
。

氏
、
特
に
其
の
料
を
捐
つ
。

す

三
十
二
年
、
官
許
を
得
て
、
私
立
若
松
幼
稚
園
と
稱
す
。

山
本
喜
七
郎
、
大
庭
次
郎
一
兩
氏
、
新
た
に
焉
に
加
は
る
。

こ
れ

而
し
て
大
庭
氏
、
設
立
者
總
代
と
な
り
、
柳
川
女
史
、
保
姆
兼
園
長
と
な
る
。

女
史
は
、
温
厚
篤
實
に
し
て
、
學
德
共
に
高
く
、
幼
兒
の
敬
慕
す
る
こ
と
、

恰

も
慈
母
の
如
し
。

あ
た
か

其
の
後
、
園
地
の
若
松
市
の
有
す
る
所
と
な
る
に
及
び
、
安
川
氏
、
金
二
千
圓
を
市
に
寄
せ
、
以
て
料

を
徴
す
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。

初
め
、
本
園
、
財
源
に
乏
し
く
、
專
ら
寄
金
及
び
保
育
料
を
以
て
、
其
の
費
に
充
つ
。

は
じ是

を
以
て
、
屢
々
維
持
の
困
難
に
遭
遇
す
。

こ
こ

し
ば
し
ば

柳
川
氏
、
俸
を
受
け
ざ
る
こ
と
、
一
年
有
半
な
り
。

和
田
氏
、
遂
に
數
百
金
を
投
じ
て
之
を
救
ひ
、
僅
に
繼
續
す
る
を
得
た
り
。

其
の
後
、
若
松
區
、
年
、
金
百
圓
を
補
助
す
。

三
十
九
年
に
至
り
、
若
松
町
代
り
て
之
を
給
し
、
漸
次
に
增
し
て
三
百
圓
と
な
る
。

創
立
以
來
、
二
十
有
年
、
其
の
閒
、
柳
川
女
史
、
大
庭
氏
相
繼
ぎ
て
逝
世
す
。
悼
惜
何
ぞ
堪
へ
ん
。

今
や
、
木
村
民
槌
氏
、
園
長
と
な
り
、
眞
鍋
道
彦
氏
、
設
立
者
總
代
と
な
り
、
宮
崎
岬
氏
、
入
り
て
理

事
と
な
る
。

各
々
園
務
に
奮
勵
し
、
事
業
の
改
善
を
謀
る
。

將
來
の
發
展
、
期
す
べ
き
な
り
。
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茲
に
二
十
周
年
に
當
り
、
卒
業
生
及
び
有
志
の
者
、
各
々
資
を
寄
せ
、
碑
を
建
て
て
、
以
て
諸
氏
の
功

こ
こ勞

を
無
窮
に
傳
へ
ん
と
欲
す
。

余
に
文
を
徴
む
。

も
と

銘
に
曰
く

保
姆
は
善
く
導
き
、
慈
母
の
情
有
り
。

群
兒
は

嬉

び

戲

れ
、
能
く
其
の
生
を
遂
ぐ
。

よ
ろ
こ

た
は
む

と

嗚
呼
、
誰
か
賜
は
る
か
、
聖
代
の
文
明
な
り
、
と
。

あ

あ

た
れ

大
正
五
年
十
一
月

蘆
江
の
處
士
、
黒
山
敏
行
撰
す
。

●
人
物

○
森
滋

明
治
か
ら
大
正
期
の
若
松
の
実
業
家
。
詳
細
は
不
詳
だ
が
、
若
松
港
建
設
の
中
心
人
物
の
一

人
で
、
浚
渫
会
社
創
立
上
申
者
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
「
若
松
築
港
（
株
）
」
で
は
、
明
治
二
十
三
（
一

八
九
○
）
年
か
ら
同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
ま
で
役
員
（
常
議
員
）
を
務
め
た
。

○
和
田
喜
三
郎

明
治
か
ら
大
正
期
の
実
業
家
。
若
松
築
港
に
も
関
わ
り
、
浚
渫
会
社
創
立
上
申
者
に

名
を
連
ね
て
お
り
、
「
若
松
築
港
（
株
）
」
で
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
か
ら
同
二
十
九
（
一

八
九
六
）
年
ま
で
役
員
（
検
査
役
、
監
査
役
）
を
務
め
て
い
る
。
同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
記
録

で
は
、
百
株
を
保
有
す
る
株
主
で
も
あ
っ
た
。
他
に
筑
豊
炭
田
で
も
、
飯
塚
。
若
松
や
筑
豊
の
発
展
に

寄
与
し
た
実
業
家
で
あ
っ
た
が
、
最
も
顕
著
な
功
績
は
、
若
松
に
「
新
市
街
」
と
よ
ば
れ
る
市
区
を
開

拓
し
た
こ
と
と
さ
れ
る
。
若
松
の
市
街
地
は
こ
れ
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
。
後
出
の
安
川
敬
一
郎
と
な
ら

び
、
若
松
・
筑
豊
の
発
展
に
寄
与
し
た
が
、
晩
年
は
成
功
者
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
ら
し
い
。
。

○
大
西
武
、
木
村
民
槌
、
柳
川
松
子
女
史

本
石
碑
の
情
報
以
外
は
不
詳
。

○
安
川
敬
一
郎

安
川
財
閥
の
創
始
者
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
か
ら
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
。

福
岡
藩
士
徳
永
家
に
生
ま
れ
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
安
川
家
に
婿
入
り
し
家
督
相
続
。
慶
應
義
塾

大
学
中
退
後
、
実
業
界
に
乗
り
出
す
。
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
芦
屋
で
石
炭
販
売
を
始
め
、
同
十
三

（
一
八
八
○
）
年
に
炭
鉱
経
営
に
着
手
、
同
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
店
を
若
松
に
移
転
。
同
二
十
二
（
一

八
八
九
）
年
に
「
安
川
松
本
商
店
」
を
設
立
し
、
炭
鉱
経
営
と
石
炭
販
売
の
体
制
が
整
う
。
幼
稚
園
開
園

の
同
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
（
四
十
七
歳
）
に
は
門
司
に
も
事
務
所
を
設
置
し
て
、
や
が
て
東
京
・
大

阪
に
も
支
店
を
広
げ
て
い
っ
た
。
筑
豊
の
炭
鉱
開
発
に
功
績
が
あ
り
、
麻
生
太
吉
・
貝
山
太
郎
と
と
も
に

「
筑
豊
御
三
家
」
と
呼
ば
れ
た
。
貴
族
院
議
員
な
ど
も
つ
と
め
、
男
爵
授
爵
。
勲
三
等
瑞
宝
章
。
玄
洋
社

社
員
で
、
国
士
的
な
活
動
に
も
取
り
組
み
、
孫
文
を
日
本
へ
招
聘
す
る
な
ど
も
し
た
。

○
山
本
喜
七
郎
、
大
庭
次
郎
一
、
宮
崎
岬

本
碑
の
情
報
以
外
は
不
詳
。

○
黒
山
敏
行

馬
場
博
親
に
よ
れ
ば
、
黒
山
は
芦
屋
町
の
神
武
天
皇
社
の
神
官
で
（
同
社
に
残
る
「
県
社

神
武
天
皇
社
の
碑
」
（
大
正
十
年
）
に
「
社
司
黒
山
敏
行
」
と
あ
る
）
、
小
倉
藩
主
に
召
さ
れ
て
子
弟
の

教
育
に
あ
た
っ
た
安
広
紫
川
に
漢
学
を
学
び
、
自
ら
万
翠
堂
と
い
う
私
塾
を
開
い
た
と
い
う
。
「
遠
賀
町

誌
」
（
昭
和
六
一
）
に
は
「
本
城
村
に
は
明
治
初
年
に
芦
屋
の
黒
山
敏
行
が
萬
翠
堂
を
開
塾
」
（
第
六
編

開
け
ゆ
く
郷
土
、
第
六
章
教
育
と
文
化
）
と
あ
る
。
明
治
七
年
に
「
神
武
天
皇
其
他
三
宮
之
社
殿
ヲ
興
シ

歳
時
奉
祀
セ
ム
ル
ノ
議
」
を
上
書
建
白
し
た
「
福
岡
県
黒
山
敏
行
」
が
彼
で
あ
れ
ば
、
神
官
と
し
て
国
家

神
道
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
。
ま
た
「
芦

屋
町
誌
」
に
は
、
明
治
前
期
、
芦
屋
尋
常
小
学
校
の
職
員
で
あ
っ
た
と
あ
り
、
馬
場
は
芦
屋
中
学
で
教
鞭
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を
執
り
、
校
長
も
つ
と
め
た
と
い
う
。
「
遠
賀
町
誌
」
（
第
七
編
信
仰
と
生
活
、
第
六
章
称
誉
者
と
記
念

碑
）
に
は
、
黒
山
が
大
正
五
年
に
撰
述
し
た
「
有
吉
南
耕
先
生
寿
碑
」
を
収
録
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
浅

木
小
学
校
前
校
長
有
吉
生
三
に
つ
い
て
「
余
与
君
有
旧
交
（
わ
た
く
し
黒
山
と
有
吉
君
と
は
古
い
友
人
で

あ
る
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
福
岡
県
北
部
地
域
の
教
師
・
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
あ
っ
た
人
物
で
あ

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

●
注

○
幼
兒
之
習
性
及
百
歳

諺
と
あ
れ
ば
、
漢
籍
等
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
文
献
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
卑

俗
な
言
い
習
わ
し
。「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
で
あ
ろ
う
か
。

○
孟
母
三
遷
之
教

古
代
の
聖
賢
で
あ
る
孟
子
の
母
親
が
、
息
子
の
生
育
環
境
を
よ
い
も
の
と
す
る
た

め
に
三
度
引
っ
越
し
を
し
た
こ
と
。
は
じ
め
墓
地
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
孟
子
は
葬
式
の
ま

ね
ご
と
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
市
中
に
居
を
移
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
商
人
の
ま
ね
を
し
て
遊

ん
だ
。
最
後
に
学
校
の
近
く
に
越
し
た
と
こ
ろ
、
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
（
劉

向
「
列
女
伝
」
）
。

○
鑑

教
訓
に
す
る
、
い
ま
し
め
に
す
る
。
。

○
往
昔

む
か
し
。

○
海
濱
一
小
漁
村

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
、
海
浜
の
小
さ
な
漁
村
。
人
々
の
気
質
も
の
ん
び
り
と

し
て
い
て
、
平
穏
だ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

○
維
新

明
治
維
新
。

○
筑
豊

元
は
筑
前
と
豊
前
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
筑
前
と
豊
前
に
ま
た
が
る
福
岡
県
中
央
の
遠
賀
川
一

帯
の
エ
リ
ア
を
言
う
よ
う
に
な
る
。
も
っ
ぱ
ら
炭
鉱
が
散
在
す
る
地
域
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

○
戸
口

家
族
数
と
人
口
。

○
日
增
月
加

日
を
追
っ
て
、
月
を
追
っ
て
増
加
し
続
け
る
こ
と
。

○
殷
賑

繁
盛
し
て
富
裕
な
さ
ま
。

○
惡
風

具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
大
人
の
目
が
届
か
な
い
中
で
、
素
行
の
悪

い
こ
と
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
親
か
ら
手
を
か
け
ら
れ
ず
、
し
つ
け
が
な
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
わ
が
ま
ま
や
乱
暴
に
な
っ
て
い
く
こ
と
か
。

○
夙

早
い
時
期
に
、
ず
っ
と
以
前
に
。

○
學
務
委
員

戦
前
、
町
村
が
、
教
育
事
務
の
た
め
に
勅
令
に
よ
っ
て
置
い
た
常
設
委
員
。
ア
メ
リ
カ

の
教
育
委
員
を
手
本
に
作
ら
れ
た
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
の
小
学
校
令
で
は
、
学
務
委
員
は

町
村
長
の
補
助
機
関
・
諮
問
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
職
は
名
誉
職
、
定
員
は
十
名
以
内
で
、
町

村
長
が
任
命
す
る
小
学
校
教
員
以
外
は
、
町
村
会
で
選
出
し
た
。
そ
の
職
務
は
、
小
学
校
の
設
置
・
維

持
、
校
舎
校
具
の
整
備
、
学
齢
児
童
の
就
学
督
促
な
ど
、
教
育
の
外
的
事
項
の
整
備
を
担
う
も
の
で
あ

っ
た
。
現
在
の
教
育
委
員
は
こ
の
制
度
を
継
承
し
た
も
の
。
森
と
和
田
は
、
い
わ
ば
地
域
の
実
業
家
で

あ
り
、
そ
の
力
量
と
見
識
な
ど
か
ら
、
学
務
委
員
に
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
ら
は
、

若
松
に
あ
る
企
業
人
と
し
て
、
従
業
員
の
家
庭
環
境
・
子
育
て
環
境
の
整
備
の
必
要
性
を
感
じ
、
学
務

委
員
の
立
場
も
利
用
し
て
、
幼
稚
園
の
開
設
を
は
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

○
高
等
小
学
校
、
尋
常
小
学
校

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
「
学
制
」
に
よ
り
、
初
等
教
育
機
関
と

し
て
小
学
校
尋
常
科
が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
十
九
（
一
八
八
六
）
年
の
「
小
学
校
令
」
に
よ
り
、

義
務
教
育
で
修
業
期
間
四
年
間
の
尋
常
小
学
校
と
、
義
務
教
育
期
間
で
な
く
修
業
期
間
四
年
間
の
高
等
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小
学
校
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
講

謀
る
。

○
幼
兒
保
育

こ
こ
は
、
日
本
語
で
は
こ
れ
で
よ
い
が
、
漢
文
の
文
法
的
で
は
「
保
育
幼
兒
」
と
す
べ

き
。

○
苦
心

心
を
く
だ
い
て
考
え
る
。

○
焦
慮

気
を
も
ん
で
心
配
す
る
。

○
假
設

間
に
合
わ
せ
に
作
る
。
実
際
に
は
保
育
所
を
作
っ
て
い
る
の
だ
が
、
制
度
化
さ
れ
な
い
状
態

な
の
で
「
仮
設
」
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

○
保
姆

姆
は
、
雇
わ
れ
て
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
女
性
。
う
ば
。

○
爾
來

そ
の
と
き
以
来
、
そ
の
後
。

○
一
張
一
弛

弦
楽
器
の
弦
を
張
っ
た
り
緩
め
た
り
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
緊
急
な
事
態
と
緩
や
か
な

事
態
と
が
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
園
の
経
営
状
態
が
山
あ
り
谷
あ
り
で
あ
っ
た
こ
と

を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
拮
据

手
と
口
を
一
緒
に
働
か
せ
る
、
忙
し
く
働
く
さ
ま
。
「
詩
経
」
昧
風
鴟
装
に
「
予
手
拮
据
」
と

あ
る
。

○
經
營

計
画
を
立
て
て
事
業
を
営
む
こ
と
。
「
詩
経
」
大
雅
江
漢
に
「
經
營
四
方
、
告
成
于
王
」
と
あ

る
。

○
捐

捨
て
る
、
義
捐
。
免
除
す
る
こ
と
。

○
其
料

施
設
の
賃
貸
料
金
。

○
官
許

無
認
可
の
任
意
施
設
か
ら
公
の
認
可
を
受
け
た
施
設
に
変
わ
る
。
配
置
す
べ
き
人
員
や
役
職

な
ど
の
設
置
基
準
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

○
總
代

代
表
。

○
温
厚

お
だ
や
か
で
や
さ
し
い
。

○
篤
實

人
情
に
厚
く
誠
実
で
あ
る
。

○
其
後
園
地
及
爲
若
松
市
所
有

園
の
あ
る
土
地
が
、
安
川
氏
の
所
有
か
ら
若
松
町
の
所
有
に
変
わ
っ

た
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
安
川
氏
の
所
有
地
か
ら
若
松
町
の
所
有
地
に
移
転
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
若
松
市

若
松
町
の
市
制
移
行
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
。
文
脈
か
ら
す
る
と
、
安
川
氏
が
公

有
地
の
た
め
に
寄
附
を
し
た
の
は
、
補
助
金
が
出
る
以
前
で
、
明
治
三
十
年
代
か
。
当
時
若
松
は
町
制

で
あ
る
。
す
ぐ
の
ち
の
「
安
川
氏
寄
金
二
千
圓
於
市
」
と
あ
わ
せ
て
、
市
は
町
の
誤
り
か
。

○
料

賃
貸
料
。

○
初

当
初
、
そ
の
む
か
し
。

○
若
松
區

区
が
不
詳
。
幼
稚
園
開
設
当
時
、
す
で
に
若
松
町
。
若
松
町
の
中
が
い
く
つ
か
の
「
区
」

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
若
松
区
」
な
の
か
。

○
百
圓

あ
る
試
算
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代
の
一
円
は
、
令
和
時
代
の
二

万
円
に
相
当
す
る
と
い
う
。
百
円
は
、
今
の
二
百
万
円
と
な
る
。

○
增
爲
三
百
圓

「
若
松
市
史
」
に
よ
れ
ば
、
補
助
金
が
年
間
三
百
円
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
度
。
さ
ら
に
同
八
年
度
は
四
百
円
、
同
九
年
度
以
降
は
九
百
円
に
増
額
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
が
進
む
中
、
景
気
は
悪
く
な
る
一
方
で
、
園
の
経
営
も
苦

し
く
な
る
一
方
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

○
逝
世

逝
去
。
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○
悼
惜

人
の
死
を
い
た
み
惜
し
む
。

○
可
期

期
待
で
き
る
。

○
寄
資

資
金
を
寄
附
す
る
。

○
無
窮

永
遠
に
。

○
徴

求
め
る
。
文
章
を
書
く
よ
う
に
依
頼
し
て
き
た
。

○
銘

韻
文
の
一
種
。
碑
文
は
事
柄
を
客
観
的
に
解
説
す
る
「
碑
記
」
と
、
そ
の
こ
と
を
韻
文
で
情
緒

的
に
褒
め
て
う
た
う
「
銘
文
」
か
ら
な
る
こ
と
が
多
い
。

○
群
兒

児
童
達
。

○
嬉
戲

喜
び
遊
ぶ
。

○
遂
其
生

自
分
の
本
性
の
あ
り
の
ま
ま
を
全
う
す
る
。

○
聖
代

聖
世
に
同
じ
。
聖
主
が
治
め
る
御
代
。

○
文
明

こ
こ
で
は
文
治
教
化
だ
ろ
う
。
碑
記
で
は
、
幼
稚
園
の
成
功
を
、
設
立
者
や
援
助
者
、
当
事

者
達
の
努
力
の
賜
物
だ
と
し
て
き
た
が
、
最
後
の
銘
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
は
、
天
皇
に
よ
る

優
れ
て
あ
り
が
た
い
統
治
が
あ
る
か
ら
だ
と
結
ん
で
い
る
。
神
官
神
道
家
で
、
天
皇
に
よ
る
統
治
を
絶

対
善
と
す
る
黒
山
の
立
場
が
こ
こ
で
に
じ
み
出
て
い
る
。

○
大
正
五
年

西
暦
一
九
一
六
年
。

○
蘆
江

蘆
の
生
え
た
川
。
芦
屋
の
漢
籍
風
表
現
。

あ
し

や

○
處
士

学
識
や
人
格
を
備
え
な
が
ら
隠
居
し
て
仕
官
し
な
い
ひ
と
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
幼
少
期
の
生
育
環
境
の
重
要
性
】

言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
幼
児
期
に
身
に
つ
け
た
こ
と
は
百
歳
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
、
と
言
う
。

思
う
に
、
幼
児
期
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
悪
い
習
癖
と
い
う
も
の
は
、
老
年
に
至
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

古
の
賢
者
、
孟
子
の
母
が
、
息
子
の
よ
い
生
育
環
境
を
求
め
て
、
三
度
も
住
ま
い
を
変
え
た
と
い
う

故
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
教
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
幼
児
期
の
生
育
環
境
は
そ
の
後
の
人
格
形
成
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
よ
く
考
え
て
教
訓
と
す
る
必
要

が
あ
る
。

【
平
穏
な
一
漁
村
で
あ
っ
た
若
松
】

そ
も
そ
も
、
若
松
と
い
う
土
地
は
、
昔
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
、
海
浜
に
あ
る
小
さ
な
漁
村
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。（
人
の
気
質
と
し
て
も
の
ん
び
り
し
た
平
穏
な
も
の
で
あ
っ
た
）
。

【
工
業
化
・
発
展
】

そ
れ
が
明
治
維
新
後
、
近
代
化
の
流
れ
の
中
で
、
若
松
の
地
も
商
工
業
が
勃
興
し
た
。
特
に
筑
豊
か
ら

の
石
炭
の
集
散
の
場
所
と
い
う
、
要
衝
の
地
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
戸
数
も
人
口
も
、
日
に
日
に
増
し

て
、
月
ご
と
に
増
加
す
る
、
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
と
う
と
う
現
在
の
よ
う
な
賑
わ
い
と
豊
か
さ
を
持
つ

町
と
な
っ
た
。

【
生
育
環
境
の
悪
化
】

し
か
し
、
市
街
の
繁
栄
の
一
方
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
幼
児
が
悪
い
風
習
に
染
ま
り
や
す
い
と
い
う
弊

害
が
出
て
き
た
。
そ
の
こ
と
に
、
有
識
者
は
早
く
か
ら
気
づ
い
て
お
り
、
子
ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て
憂
慮

し
て
い
た
。
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【
幼
稚
園
創
立
の
企
て
】

か
く
し
て
、
当
時
若
松
村
の
学
務
委
員
で
あ
っ
た
森
滋
と
和
田
喜
三
郎
、
高
等
小
学
校
長
で
あ
っ
た

大
西
武
、
尋
常
小
学
校
長
で
あ
っ
た
木
村
民
槌
の
四
者
が
集
ま
り
、
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
の
方
法
に

つ
い
て
相
談
し
、
計
画
し
た
。
そ
し
て
気
を
も
み
、
苦
心
惨
憺
し
て
、
よ
う
や
く
幼
児
保
育
所
の
仮
設

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
し
て
柳
川
松
子
女
子
を
招
聘
し
て
保
母
と
し
た
。

【
不
安
定
な
園
の
運
営
と
諸
氏
の
努
力
】

以
来
、
園
の
運
営
は
順
調
だ
っ
た
り
困
難
な
時
期
を
迎
え
た
り
し
た
が
、
関
係
各
位
が
一
所
懸
命
に

働
い
て
努
力
し
続
け
た
の
で
、
今
日
の
園
の
隆
盛
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
関

係
各
位
の
お
か
げ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【
碑
記
を
記
す
こ
と
】

そ
こ
で
、
以
下
に
、
幼
稚
園
の
開
設
と
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
、
一
文
を
書
き
記
す
こ
と
と
す
る
。

【
幼
稚
園
開
設
】

明
治
二
十
九
年
十
一
月
、
安
川
敬
一
郎
氏
所
有
の
土
地
を
借
り
て
、
園
（
保
育
所
）
を
開
設
し
た
。

安
川
氏
は
、
特
別
に
は
か
ら
っ
て
、
土
地
の
賃
貸
料
を
徴
収
せ
ず
、
無
料
で
の
貸
与
と
し
た
。

【
官
許
の
私
立
幼
稚
園
へ
】

明
治
三
十
二
年
、
公
の
認
可
を
受
け
て
、
「
私
立
若
松
幼
稚
園
」
と
称
し
、
制
度
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
。

運
営
に
は
、
山
本
喜
七
郎
氏
と
大
庭
次
郎
一
氏
と
が
、
新
た
に
加
わ
っ
た
。

大
庭
氏
は
、
設
立
者
總
代
と
な
り
、
柳
川
女
史
は
、
保
姆
兼
園
長
と
い
う
立
場
と
な
っ
た
。

柳
川
女
史
は
、
性
格
は
お
だ
や
か
で
や
さ
し
く
、
情
け
深
く
て
ま
じ
め
、
保
育
者
と
し
て
の
知
識
力

量
と
人
徳
と
も
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
幼
児
達
が
彼
女
を
敬
い
慕
う
こ
と
は
、
ま
る
で
慈
愛
に
満
ち
た
母

親
に
対
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

【
経
済
的
な
困
難
】

そ
の
の
ち
、
園
は
若
松
町
の
所
有
土
地
に
移
転
し
た
が
、
安
川
氏
が
二
千
円
の
金
を
町
に
寄
附
す
る

こ
と
で
、
園
は
土
地
を
町
か
ら
無
償
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
初
よ
り
、
本
園
は
財
源
に
乏
し
く
、
專
ら
寄
金
と
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
保
育
料
に
よ
っ
て
経
費

を
ま
か
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
、
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
に
遭
遇
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

柳
川
保
母
兼
園
長
は
、
一
年
半
も
俸
給
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

設
立
者
の
一
人
で
あ
る
和
田
喜
三
郎
氏
が
、
数
百
金
の
私
財
を
投
じ
て
援
助
し
、
や
っ
と
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

【
公
的
援
助
】

そ
の
の
ち
、
若
松
区
が
、
年
間
で
百
円
の
補
助
金
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
三
十
九
年
に
は
、
若
松
町
が
代
わ
っ
て
年
間
百
円
の
補
助
金
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん

と
増
額
さ
れ
て
、
最
後
は
年
間
三
百
円
の
補
助
金
と
な
っ
た
。

【
創
立
二
十
周
年
】

そ
し
て
迎
え
た
大
正
五
年
は
、
本
園
創
立
二
十
周
年
で
あ
る
。

こ
の
間
、
園
の
経
営
の
た
め
無
給
で
子
ど
も
た
ち
を
保
育
し
た
初
代
保
母
兼
園
長
柳
川
松
子
女
子
も
鬼

籍
に
入
り
、
初
代
の
私
立
幼
稚
園
設
立
者
総
代
を
つ
と
め
た
大
庭
次
郎
一
氏
も
逝
去
さ
れ
た
。
ま
っ
た
く

愛
惜
の
念
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る
。
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現
在
は
、
も
と
尋
常
小
学
校
校
長
で
、
本
園
設
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
木
村
民
槌
氏
が
園
長
と
な
り
、

眞
鍋
道
彦
氏
が
設
立
者
總
代
と
な
り
、
宮
崎
岬
氏
が
新
た
に
経
営
陣
に
加
わ
っ
て
理
事
を
務
め
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
園
務
に
奮
励
努
力
し
て
、
保
育
事
業
の
改
善
を
企
図
し
て
い
る
。

こ
の
園
の
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
が
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
建
碑
の
企
て
】

そ
こ
で
創
立
二
十
周
年
に
当
た
っ
て
、
卒
業
生
と
有
志
の
者
が
は
か
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
資
金
を
寄
附

し
て
石
碑
を
作
り
、
（
そ
こ
に
こ
の
間
の
経
緯
を
碑
文
と
し
て
書
き
記
し
）
、
園
の
設
立
と
発
展
と
に
寄

与
さ
れ
た
関
係
各
位
の
功
績
を
永
遠
に
伝
え
よ
う
と
考
え
た
。

そ
し
て
わ
た
く
し
黒
山
敏
行
に
、
碑
文
を
書
く
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
（
そ
こ
で
以
上
の
よ
う
に
記

し
た
）
。

（
最
後
に
）
銘
文
を
記
す
、

保
母
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
を
善
く
導
い
た
が
、

（
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
や
さ
し
く
包
み
込
む
）
慈
母
の
よ
う
な
情
愛
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
（
そ
の
慈
愛
の
中
で
）
健
や
か
に
遊
び
戯
れ
る
こ
と
が
で
き
、

す
な
お
な
あ
り
方
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
、
健
全
で
幸
せ
な
幼
児
期
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
あ
、
こ
の
幸
せ
は
誰
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、

（
関
係
各
位
の
努
力
の
賜
物
な
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
）
、
天
皇
陛
下
に
よ
る
あ
り
が
た
い
統
治
が
そ
こ
に

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

大
正
五
年
十
一
月
、

蘆
江
の
処
士
で
あ
る
、
黒
山
敏
行
が
撰
文
し
た
。

●
意
訳

わ
か
ま
つ
は
、
む
か
し
は
、
さ
か
な
を
と
る
り
ょ
う
し
た
ち
が
す
む
、
ち
い
さ
な
む
ら
で
し
た
。

へ
い
わ
で
し
ず
か
な
む
ら
で
、
こ
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
ま
か
ら
ひ
ゃ
く
ご
じ
ゅ
う
ね
ん
く
ら
い
ま
え
の
「
め
い
じ
じ
だ
い
」
に
な
る
と
、
わ
か

ま
つ
に
「
み
な
と
」
が
つ
く
ら
れ
、
お
と
な
り
の
や
は
た
に
は
「
せ
い
て
つ
し
ょ
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
た
く
さ
ん
の
ひ
と
た
ち
が
わ
か
ま
つ
に
す
む
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
ゆ
た
か
で
に
ぎ
や
か

な
ま
ち
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
た
く
さ
ん
の
ひ
と
が
く
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
ど
も
た
ち
が
あ
ん
し
ん
し
て
の

び
の
び
と
あ
そ
べ
る
ば
し
ょ
が
な
く
な
り
、
こ
ど
も
た
ち
も
お
や
た
ち
も
こ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
か
い
し
ゃ
の
ひ
と
と
が
っ
こ
う
の
せ
ん
せ
い
た
ち
が
あ
つ
ま
り
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
そ

う
だ
ん
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ひ
る
の
じ
か
ん
に
こ
ど
も
た
ち
が
く
ら
せ
る
「
ほ
い
く
し
ょ
」
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ほ
い
く
し
ょ
を
つ
く
る
に
は
、
え
ん
し
ゃ
を
た
て
る
「
と
ち
」
が
ひ
つ
よ
う
で
す
。
つ
く

え
や
い
す
、
え
ほ
ん
な
ど
を
そ
ろ
え
る
に
は
「
お
か
ね
」
が
た
く
さ
ん
ひ
つ
よ
う
で
す
。
ほ
い
く
を
す

る
「
せ
ん
せ
い
」
も
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
と
な
た
ち
は
、
て
わ
け
を
し
て
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
に
ど
り
ょ
く
し
ま
し
た
。
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え
ん
し
ゃ
を
た
て
る
「
と
ち
」
は
、
か
い
し
ゃ
の
ひ
と
が
、
た
だ
で
か
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ち
の
ひ
と
た
ち
な
ど
か
ら
「
き
ふ
」
が
あ
つ
ま
り
「
お
か
ね
」
も
た
ま
り
ま
し
た
。
や
な
が

わ
ま
つ
こ
せ
ん
せ
い
と
い
う
、
り
っ
ぱ
な
せ
ん
せ
い
も
み
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
ま
か
ら
ひ
ゃ
く
に
じ
ゅ
う
ね
ん
く
ら
い
ま
え
の
「
め
い
じ
に
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
ね
ん
」
に
、

は
じ
め
て
の
「
ほ
い
く
し
ょ
」
が
で
き
ま
し
た
。
な
ま
え
を
「
わ
か
ま
つ
よ
う
ち
え
ん
」
と
い
い
ま
し

た
。
や
な
が
わ
ま
つ
こ
せ
ん
せ
い
は
、
と
て
も
や
さ
し
く
、
こ
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
た
い
せ
つ
に
ほ
い

く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
そ
ん
な
ま
つ
こ
せ
ん
せ
い
が
だ
い
す
き
で
し
た
。
そ
し
て
、

ま
い
に
ち
、
う
た
っ
た
り
、
お
ど
っ
た
り
、
か
け
っ
こ
し
た
り
、
え
ほ
ん
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
、

た
の
し
く
あ
そ
び
ま
し
た
。
あ
ん
ぜ
ん
な
ほ
い
く
し
ょ
が
で
き
て
、
お
や
た
ち
も
と
て
も
よ
ろ
こ
び
ま

し
た
。

そ
し
て
ほ
い
く
し
ょ
が
で
き
て
か
ら
、
に
じ
ゅ
う
ね
ん
た
っ
た
と
き
、
ほ
い
く
し
ょ
の
こ
と
を
、
ぶ

ん
し
ょ
う
で
し
ょ
う
か
い
し
、
そ
の
ぶ
ん
し
ょ
う
を
い
し
に
き
ざ
ん
で
の
こ
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

い
ま
、
わ
か
ま
つ
こ
す
も
す
ほ
い
く
し
ょ
の
え
ん
て
い
に
た
っ
て
い
る
「
せ
き
ひ
」
は
、
こ
の
と
き

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

三
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
若
松
コ
ス
モ
ス
保
育
所
提
供
の
手
書
き
の
写
し
二
種

（
一
種
は
「
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
五
日

宮
本
宗
雄
写
」
の
署
名
あ
り
）

・
意
訳
（
訳
者
不
明
、
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
）

②
論
文
な
ど

・
岩
崎
敏
行
『
若
松
を
語
る
』（
一
九
三
四
）

・
『
若
松
市
史
』（
若
松
市
、
一
九
三
七
）

・
『
若
松
市
史

第
二
集
』（
若
松
市
、
一
九
五
九
）

・
『
北
九
州
市
史
』
（
北
九
州
市
、
一
九
八
七
）

・
『
若
松
築
港
株
式
会
社
五
拾
年
史
』(

若
松
築
港(

株)

、
一
九
四
一
）

・
『
「
八
十
年
史
」
若
築
建
設
株
式
会
社
』（
若
築
建
設
株
式
会
社
、
一
九
七
○
）

・
『
若
松
築
港
百
年
史
』
（
若
築
建
設
株
式
会
社
、
一
九
九
○
）

・
馬
渡
博
親
『
石
碑
は
語
る:

で
す
か
ば
あ
北
九
州
』（
櫻
の
森
通
信
社
、
二
○
一
七
）

・
「
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
：
幼
稚
園
の
碑
」
（
若
松
コ
ス
モ
ス
保
育
所
提
供
の
新
聞
切
り
抜
き
、
日
付
・
出

典
と
も
不
明
、「
？
？
戸
畑
版
」
の
メ
モ
跡
あ
り
）

四
．
補
足
「
若
松
地
域
の
工
業
化
・
発
展
と
保
育
事
業
」

若
松
地
域
は
、「
石
碑
」
に
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
地
方
の
「
海
浜
一
小
漁
村
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
八
幡
地
域
も
含
め
た
一
大
工
業
地
帯
に
発
展
す
る
の
は
、
明
治
三
十
四
（
一
九
○
一
）
年
、
洞

海
湾
沿
い
の
八
幡
村
に
、
日
本
国
内
二
番
目
の
製
鉄
所
、
八
幡
製
鉄
所
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と

さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
先
だ
っ
て
開
港
し
て
い
た
若
松
築
港
の
存
在
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
、
「
若
松
港
お
よ
び
堀
川
の
改
良
を
目
的
と
す
る
浚
疏
会
社
の
創
立
」

が
福
岡
県
知
事
に
上
申
さ
れ
る
（
『
「
八
十
年
史
」
若
築
建
設
株
式
会
社
）
。
創
立
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
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た
の
は
、
石
野
寛
平
・
和
田
源
吉
・
山
本
周
太
郎
、
そ
し
て
和
田
喜
三
郎
と
森
滋
で
あ
る
。
本
石
碑
に
登

場
す
る
和
田
と
森
は
、
若
松
の
築
港
会
社
創
立
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
二
十
三
（
一
八
九

○
）
年
、
若
松
築
港
会
社
（
現
若
築
建
設
）
が
、
若
松
港
を
石
炭
積
出
港
と
し
て
築
営
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
る
。
役
員
と
し
て
和
田
三
郎
（
検
査
役
）
・
森
滋
（
常
議
員
）
の
他
に
、
幼
稚
園
の
創

設
と
維
持
に
も
力
の
あ
っ
た
、
安
川
敬
一
郎
（
検
査
役
）
の
名
が
上
が
っ
て
い
る
。
若
松
築
港
会
社
は
、

同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
株
式
会
社
と
な
り
「
若
松
築
港
（
株
）
」
と
改
名
。
近
代
資
本
主
義
の
潮

流
に
乗
る
。

築
港
工
事
は
着
々
と
進
行
す
る
が
、
築
港
会
社
や
工
事
会
社
に
属
す
る
労
働
者
が
急
増
し
、
そ
の
家
族

も
含
め
、
若
松
八
幡
地
域
の
住
環
境
や
労
働
環
境
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
十

八
（
一
八
九
五
）
年
、
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節
」
で
一
世
を
風
靡
し
た
興
行
師
の
川
上
音
二
郎
が
、
九
州
初

の
公
演
を
行
っ
た
の
は
、
若
松
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
招
聘
し
た
の
は
、
安
川
敬
一
郎
と
和
田
喜
三
郎
。

会
社
の
職
員
や
家
族
へ
の
慰
安
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
翌
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
、
若
松
に
幼
児
保
育
の
た
め
の
施
設
が
開
設
さ
れ
る
。
碑
文
は

「
市
街
の
繁
榮
に
伴
ひ
、
幼
兒
の
惡
風
に
感
染
し
易
き
の
弊
」
が
憂
慮
さ
れ
た
た
め
に
開
設
し
た
と
い

う
。
会
社
の
重
役
で
あ
り
、
若
松
町
の
学
務
委
員
で
も
あ
っ
た
和
田
と
森
が
中
心
に
な
っ
て
開
設
を
進

め
た
。
学
務
委
員
は
、
主
に
小
学
校
を
担
当
す
る
の
だ
が
、
和
田
ら
は
、
そ
の
守
備
範
囲
を
超
え
、
「
学

齢
前
」
の
子
ど
も
の
福
祉
と
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
、
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

園
の
保
育
教
育
内
容
や
体
制
整
備
は
、
小
学
校
長
で
あ
っ
た
大
西
武
と
木
村
民
槌
が
担
い
、
和
田
と

森
は
主
に
開
設
の
た
め
の
寄
附
金
募
集
に
力
を
注
い
だ
と
い
う
。
そ
し
て
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
安
川

敬
一
郎
が
、
自
ら
所
有
す
る
土
地
を
無
償
貸
与
す
る
形
で
、
開
園
に
至
る
。

若
松
で
は
、
築
港
建
設
工
事
が
進
行
す
る
か
た
わ
ら
、
官
営
製
鉄
所
の
誘
致
が
成
功
す
る
。
豊
か
な

石
炭
産
地
で
あ
る
筑
豊
炭
田
に
近
く
、
鉄
道
や
水
運
で
大
量
・
迅
速
に
石
炭
を
調
達
で
き
る
こ
と
と
、（
建

設
中
で
あ
っ
た
が
）
港
湾
が
あ
り
、
物
資
の
出
入
の
便
が
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
若
松
八
幡
地
域
の
工
業
化
へ
の
道
は
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
労
働
者

と
そ
の
家
族
達
が
こ
の
地
域
に
流
入
し
た
。
幼
稚
園
の
需
要
も
よ
り
伸
長
し
た
で
あ
ろ
う
。

製
鉄
所
は
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
起
工
、
翌
三
十
四
（
一
九
○
一
）
年
、
開
業
に
至
る
。
若

松
港
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
開
港
し
て
お
り
、
製
鉄
所
と
築
港
が
揃
い
、
工

業
地
帯
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
た
。

し
か
し
、
幼
稚
園
は
需
要
は
あ
る
も
の
の
、
制
度
が
な
い
た
め
不
安
定
で
あ
っ
た
。
同
三
十
二
（
一
八

九
九
）
年
に
は
、
官
許
を
得
た
「
私
立
若
松
幼
稚
園
」
と
し
て
一
応
は
制
度
化
さ
れ
る
。
園
舎
も
若
松
市

所
有
の
土
地
へ
移
る
が
、
安
川
が
町
に
莫
大
な
寄
附
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
代
の
徴
収
が
免
除
さ

れ
た
。
の
ち
、
若
松
町
か
ら
の
補
助
金
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
額
も
次
第
に
増
額
し
て
い
っ
た
が
、

財
政
難
は
変
わ
ら
ず
、
和
田
が
私
財
を
投
じ
る
こ
と
で
よ
う
や
く
維
持
で
き
る
状
態
が
続
く
。

大
正
五
（
一
九
○
六
）
年
に
、
創
立
二
十
周
年
記
念
と
し
て
、
石
碑
を
建
立
す
る
。
し
か
し
、
同
十
一

年
に
、
経
営
を
若
松
市
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
若
松
市
保
育
園
が
誕
生
。
私
立
若
松
幼
稚
園
は
、
そ

ち
ら
へ
吸
収
合
併
さ
れ
る
か
た
ち
で
一
応
の
役
割
を
終
え
た
。
若
松
市
保
育
園
は
新
た
に
稲
荷
町
に
新
設

さ
れ
、
若
松
幼
稚
園
碑
も
そ
ち
ら
へ
移
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

本
碑
文
を
読
む
と
、
明
治
後
期
の
段
階
で
、
若
松
の
地
元
の
財
界
人
・
会
社
役
員
た
ち
が
、
社
員
の
福

利
厚
生
の
一
環
と
し
て
で
は
あ
っ
た
が
、学
齢
前
の
子
ど
も
の
養
育
に
力
を
注
い
だ
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
は
特
筆
に
値
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
家
、
あ
る
い
は
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
は
人
材
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が
大
切
で
あ
り
、
人
材
養
成
を
行
う
教
育
の
重
要
性
が
説
か
れ
る
の
は
、
明
治
維
新
後
の
富
国
強
兵
・
殖

産
産
業
政
策
の
ひ
と
つ
の
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
若
者
の
教
育
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
、
幼
児
期

の
保
育
の
重
要
性
を
感
じ
、
そ
の
実
現
に
力
を
注
い
だ
わ
け
で
あ
る
、
こ
れ
は
当
時
と
し
て
あ
ま
り
一
般

的
で
は
な
く
、
先
駆
的
な
は
た
ら
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

■
関
連
年
表

＊
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
若
松
コ
ス
モ
ス
保
育
所
、
並
び
に
、
わ
か
ち
く
史
料
館
よ
り
、
資
料
や
情
報
の

提
供
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
と
し
た
い
。

以
上

二
○
二
四
年
六
月

薄
井
俊
二
訳
す

年 若松をめぐる情勢 若松幼稚園

1888M21
○若松港および堀川の改良を目的とする浚疏会社
の創立を福岡県知事に上申（創立委員に和田喜三
郎・森滋）

1889M22 ○若松村誕生
1890M23 ○若松築港会社（現若築建設）設立
1891M24 ○若松村、若松町へ。直方若松間鉄道開通。

1893M26
○若松築港会社、「若松築港（株）」に改名（監
査役和田喜三郎・安川敬一郎）

1995M28 ○安川敬一郎・和田喜三郎、川上音二郎招聘
1896M29 ●保育所開園
1897M30 ○八幡製鉄所起工
1898M31 ○若松港開港
1899M32 ●保育所、官許の私立若松幼稚園へ

●若松区、幼稚園経費補助（年100
円）

1901M34 ○八幡製鉄所操業開始

1906M39
●若松町、幼稚園経費補助開始（年
100円）

1911M44 ●町からの補助金増額（年150円）
1912M45 ○若松に上水道開設、「若松水道碑」

●町からの補助金増額（年200円）
1913T2 ●町からの補助金増額（年300円）
1914T3 ○若松町、若松市へ
1916T5 ●若松幼稚園開園二十周年、建碑
1919T8 ●市からの補助金増額（年400円）
1920T9 ●市からの補助金増額（年800円）


